
3) 半谷吾郎 (2008/ll/16)｢霊長類と森林の関係:サ

ルが絶滅すると森林も崩壊する?｣.日本環境動

物昆虫学会創立 20周年記念特別公開講演会 京

都大学百周年記念館百周年ホール.

4) 渡過邦夫 (2008/5/3) ｢スマ トラ島の動物につい

て｣.東山動物園.

5) 山田彩 (2008/9/ll)埼玉県鳥獣害防止対策研修.

埼玉県農業部農業支援課 ニゝホンザルの生態と

対策について.

6) 渡過邦夫 (2009/2/7) ｢最近の野生ニホンザルと

個体群管理の方向性｣.愛知県生物多様性キャラ

バンセミナー 新城市.
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社会進化分野

古市剛史 (教授),MichaelA.HufFman(准教授),

辻大和 (助教,2009年 2月から),AlexanderD.

Hemandez,Jean-BaptisteLeca(外国人共同研究者),

ChamalieA.D.Nahallage,Moham adF.Jaman,

AndrewJ.∫.Maclntosh,神田恵 (大学院生)

<研究概要>

A)チンパンジーとボノボのパーティサイズを決める要

因についての研究

古市剛史

これまでの研究で,ボノボはチンパンジーに比べて

より大きく安定性の高い採食パーティを形成すること

が知られている:本研究では,先行研究成果と新たにコ

ンゴ民主共和国のワンバとウガンダ共和国のカリンズ

で得られたボノボとチンパンジーの生態に関する知見

を総合し,これらの違いをもたらす要因について検討し､

た.現在までの報告を統計的に検定した結果,ボノボと

チンパンジーのパーティサイズの絶対値には有志な差

がないこと,集団サイズに対するパーティサイズの相対

値には有意な差があること,メスがパーティに参加する

率はボノボの方がはるかに高くなっていることがわか

った.これまでに提示されてきた生態学的,行助学的な

仮説はいずれもそれ自体ではこの違いを説明できない

こと,ボノボではメスがパーティ参加によって不利益を

被らないような行動学的な進化を遂げている可能性が

あること,両種の違いは現在の生息環境-の適応として

ではなく,コンゴ川右岸と左岸の過去の環境-の適応と

して理解されるべきであることを指摘した.

B)チンパンジーの食物パッチ利用と採食速度に関する

研究

古市剛史,橋本千絵

ウガンダ共和国カリンズ森林のチンパンジーを対

象としたこれまでの研究で,より大きな遊動パーティで

採食すると,より速くパッチ内の食物を食べつくして食

物パッチ間を移動する回数が増え,移動による不利益を

大きく受けるメスは大きなパーティに参加しにくいと

いう一般的な仮説が成立しないことがわかってきた.1

つの食物パッチをより多くの個体で利用した時の方が

より長時間その食物パッチに滞在するという逆の傾向

が見られ,チンパンジーが食物パッチ内の食物を食べつ

くしながら遊動しているわけではなく,したがってパッ

チ内の食物量がチンパンジーの採食行動や遊動形態の



制限要因になっていないことが示唆されたのである.こ

の点を柵認するために.あるパーティがある食物パッチ

で採食を始めてから,TTLZ後-のl所の個体がその食物パッ

チを去るまでのmlに,採食速度がどう変化するかを調べ

た.その結見,①雌雄を問わず,ある採食パッチでの採

食述皮はきわめて安定'していること,②しばらく採食を

続けるとやや採食速度が下がったのち帆EHこ入るが,休

息を終えたあとはまた同じペースで採食を朽関するこ

と,③チンパンジーが採食パッチを去る直前の採食速度

は,利用開始時の採食辿皮とほとんど変化がないことが
示された.これらの結果から,チンパンジーの遊動と食

物パッチ利用の関係についての再検討を行った.

C)アフリカに生息する野生チンパンジーの生態と行動

研究

M.A.Huffhlan,橋本千絵,笠原聡,早川祥子,

TaranjitKaur&JatinderSingh(VirginiaPolytechnic

Institute),KlaraPetrzelkova(AcademyofSciencesofthe

CzechRepublic)

タンザニア国マハレ山塊とヴィクトリア湖のルボ

ンド島,ウガンダ国カリンズ森林などのアフリカ各地の

調査地で,チンパンジーを中心に生態学的調査をおこな

った.チンパンジーの寄生虫やその他の感染症を調査し

た.移入された西アフリカ由来のチンパンジーが生息す

るルボンド島では,2000年に開始したチンパンジーの

行動生態学的研究を継続し,島全域の土地利用,食物の

季節的変化などを調査した.カリンズ森林では,食物の

季節変化に対する遊動や採食やメスの性行動について

調査を行った.さらに,オス同士の親和的関係について

パーティー構成や毛づくろいの頻度を指標として調査

した.

D)マカクの文化的行動研究

C.A.D.Nahallage,M.A.Huffhlan,J-BLeca

盃長短研究所の飼育ニホンザルやアカゲザルのコ

ロニーで調査をおこなった.石遊びなどの文化的行動の

社会的観察学習･伝描機構の比較研究をした.

E)ニホンザル及びバングラデシュのアカゲザルの環境

利用に関する研究

M.F.Jaman,M.A.Hummn

自然環境に近い霊長獄研究所第5放飼場群と,人工

的な環境の高浜群及び若桜群,バングラデシュの野生ア

カゲザルを対象に,それぞれ異なる環境に生息する群れ
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における活動時間配分の季節的変動,性年齢差を調査し

た.

F)スリランカとインドに生息する霊長類の行動生態学

的研究

M.A.HunTmah,C.A.D.Nahallage

2004年末に開始した,スリランカに生息する野生

霊長類の分布調査を継続しておこなった.これまで行っ

てきた,南西,南,東南,中央地域,北東地域における,

トクザル(MacacasinLIca),ハヌマンラング-ル(PresbytL's

entellus),カオムラサキラング-ル (PresbytL'ssenex)の

分布調査を拡大し,スリランカ全土における分布を確か

めるために各県,地区レベルにアンケー ト調査をおこな

った.

また,スリランカのトクモンキー等の霊長類の比較

社会生態学的研究の一環として,近縁種であるインド南

部に生息する盃長規について,現地の研究者と共同研究

プロジェクトを開始した.南インドの5種野生霊長類の

野外観察を行い,全種の生活様式と環境実態を確認した.

G)ニホンザルによる種子の排壮時間に関する研究

辻大和

霊長類研究所人類進化モデル研究センターで飼育

されているニホンザル (成猷メス5頭)を対象にプラス

チックビーズおよび市販の園芸用種子を用いた給餌実

験を行い,種子の物理的特性 (速見,体積,比重)が排

壮時間に及ぼす影響を評価した.3つの特性のうち,種

子の重畳および比重が排壮時間と負の相関があること

を明らかにした.この知見は,ニホンザルによる種子散

布の研究においてシードシャドーの推定に活用できる

と期待される.

H)屋外飼育場のニホンザルの活動が土壌に生息する微

生物に与える彫轡についての研究

辻大和

動物閑や実験施設など,限られた空間で動物を飼育

すさ際,施設内の環境の維持は,動物の健康を維持する

上で重要な項目である.高密度で飼育されている場合,

動物の活動が飼育施設内の物理環境に過剰なfl荷を与

え,それが結果として動植物層に悪影響を及ぼす可能性

がある.このような視点から,放飼場で飼訂されている

ニホンザルの活動 (踏みつけ,排壮など)が土壌微生物

相に与える影響を明らかにするために,飼育履歴の異な

る霊長類研究所内の飼育場 5箇所の土鳩をサンプリン



グし,ツルグレン装置を用いて土壌微生物のソーティン

グを行った.現在,採集した小動物の種同定を進めてい

る.

Ⅰ)金華山島のニホンザルの採食生態についての研究

辻大和

群れで生活するニホンザルの場合,食物が限られる

場合にそれを巡る競合が生じ,顕在化した順位関係の影

響が採食成功や繁殖成功に及ぶ場合がある∴競合の強さ

は食物の供給状態から影響を受け,-箇所に集中してい

れば優位な個体が独占できるだろうし,分散していれば

群れの全員が利用できるだろう.このような予想に基づ

き,2000年から開始した,金華山島のニホンザル成獣

メスの採食生態についての調査を継続するとともに,堅

果類の結実をモニタリングするため,種子トラップの中

身の回収ならびに,内容物分析に使用する糞サンプルの

収集を行った.食物環境の経年変化と,個体間関係の経

年変化の関連性についての予備的な解析を行った.

J)野性ボノボによる種子の散布距離の推定

辻大和,坂巻哲也

野性ボノボによる種子の散布距離を定量的に評価

するため,2008年 11月から翌年 1月にかけて,コンゴ

民主共和国ワンバ地区で調査を行った.行動観察を実施

するとともに糞を採集し,果実の採食木と種子の含まれ

る光の発見場所の位置関係から種子の散布距離を推定

した.分析の対象としたDialium属の2種の散布距離は

730･780m と,これまで報告されている他の霊長類と比

較して散布距離が長いことが明らかになった.

K)屋久島におけるニホンザルと寄生虫を支える食物網

の構造とエネルギー論に関する研究

A.D.Hemandez,M.A.Humnan

本共同研究は,霊長煩の食と病気を新たな視点から

見つめ,今までに霊長類学の中で本格的に取り上げられ

てこなかった食物網の構造とエネルギー論に焦点をあ

てて行われた.2007年度においては,鹿児島県屋久島

の四部海岸部において,宿主と寄生虫を支える食物網の

梢造とエネルギー論に関する研究を開始した.その地域

の食物網を整理し,サルとその寄生虫を養うエネルギー

の流れや,サルと寄生虫の接触の構造とその季節的動態

を目的として調査を行った.調査地内に生息するサルの

お宅収する食物畳の測定を行なった.年齢,性別,社会的

順位による感染度の変異を調べるために,定期的にサル
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の糞を採集した.

L)屋久島ニホンザルの寄生虫生態学と健康維持に対す

る食物選択の役割についての研究

A.∫.∫.Maclntosh,M.A.HumIlan

鹿児島県屋久島の西部海岸部において,ニホンザル

の寄生虫感染症,行動活動パターンや植物性食物に関す

る研究を開始した.

M)ニホンザルのグルーミング交渉における,交渉相手

選択にかかる選択可能性の影響

神田恵

ニホンザルを対象に,グルーミング交渉の相手選択

に影響する要因に関する分析を行った.グルーミング相

手を選択する際には,自分の周囲に複数個体がいて,そ

の中から交渉相手の選択肢がある時と選択肢のない時

とで,誰とグルーミングするかが異なることを明らかに

し,その研究に関する論文執筆作業を進めた.またこの

研究を発展させるために,岩田山自然公園にて予仰調査

を行った.

<研究業績>
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